
令和元年度 学校安全総合支援事業（学校安全体制の構築）の最終報告 

学校名 （大分県立杵築高等学校） 

 

１ 学校の情報 

（１） 学校規模 

    全校生徒５８９名 １学年５クラス 

 

（２） 分掌の位置づけ 

    生徒指導部防火・防災係 

 

（３） 地域環境 

    本校は、周辺の地域に囲まれるように小高い場所にあり、生徒は国東市・日出町・別府市など広

範囲から多様な交通手段で通学してきている。日常の通学での交通安全はもちろんだが、地震や水

害など災害に見舞われると、交通障害により帰宅困難になる生徒が大多数であり、緊急災害時の危

機管理が求められる。 
 

２ 取組のポイント 

本事業により、水害や地震による緊急災害時に杵築市の避難場所になることから、防災教育コーデ

ィネーター（中核教員）を中心に以下の取組を行う。 
 

① 先進校訪問や公的機関視察で防災教育の取組について調査を行い、その結果をまとめ還流報告を行

う。 
② 以下の科目で防災に関する授業を行い。探究的な学習を通して、災害についての調査・研究を行い

発表する。 
・保健体育：「心肺蘇生法の実践」の講義・実習 
・数学、地歴･公民科：「防災・減災の意識を育む」について（協働授業） 
・家庭：「災害時の食事づくり」 
・総合的な探究の時間：「災害発生により想定される対処法」の研究及び発表 
・毎年作成する「学校安全計画」や「危機管理マニュアル」とともに「防災に関する年間指導計

画」を立案し、地域住民と連携した取組を実践し、共有化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 具体的な取組 

月 日 曜 項目 内容 

4 10 金 事業実践打ち合わせ 教育庁学校安全・安心支援課と打ち合わせ 

22 月 事業実施計画提出 教育庁学校安全・安心支援課に提出 
5 30 木 取組･行事等の連絡 職員会議 

6 7 金 防災教育講演会及び教職員研修会 生徒向け防災講演会及び教職員向け研修会 

28 金 第 1 回校内防災避難訓練 雨天時用避難訓練に変更して実施 

7 9 火 第 1 回防災ボランティア集会 参加者に概要説明 

18 
 

木 総合的な探究の時間 防災についての課題を見つける。 

第１回県推進委員会 防災教育モデル校としての取組など 

19 金 第 2 回防災ボランティア集会 参加者確定、係決め 

30 火 第 1 回実践委員会 実践委員の委嘱、今後の計画説明 

31 水 学校訪問希望生徒の募集 依頼文書作成 

8 1 木 防災ボランティア生徒 依頼文書発出 

7 水 防災ボランティア生徒 募集締切 

16 金 派遣生徒の選考 面接シートの記入選考のための面接 

21 水 先進校視察 熊本県立東稜高校 

9 17 火 地歴公民科+数学科コラボ授業開

始(～12/6) 

授業(数学、日本史､世界史､地理) 

19 木 学校視察還流報告 職員会議 

10 7 月 測量説明・測量練習計画 授業（～10/11） 

8 火 杵築市の防災と現状について プレゼンテーション（授業） 

15 火 「防災マップ」の作成 授業（～11/15） 

25  金 実地調査 授業 

後期生徒総会 視察報告（防災ボランティア委員） 

30 水 避難訓練のお知らせ 近隣地区住民への文書配布 

11 4 月 杵築市避難訓練 本校グラウンド 

13 木 第２回県推進委員会 経過報告(実践委員会､県外視察)など 

14 金 第３回防災ボランティア集会 防災避難訓練の打ち合わせ 

15 土 第 2 回防災避難訓練（チラシ配布） 周辺住民宅（４地区区長宅） 

25 月 第４回防災ボランティア集会 当日向け合同集会 

28 木 取組･行事等の連絡 職員会議 

29 金 第２回避難訓練(避難者受入) 周辺４地区住民と合同。避難場所：本校体育館 

12 2 月 生徒発表内容打ち合わせ 防災ボランティア委員と 

6 金 防災マッププレゼンテーション （1･2 限）３年 

13 金 防災発表会打ち合わせ 防災ボランティア委員と 

20 金 防災教育研究発表会実施報告会 防災教育授業公開及び実践報告等 

1 30 木 総合的な探究の時間 ポスターセッション 
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10 月 第 2 回実践委員会 経過報告、今後の計画 等 

18 火 実践事例集の原稿完了 まとめ 



４ 取組における成果と課題 

（１）成果 

      ・生徒会活動の一環として、防災ボランティア委員会を発足させることができた。 

   ・地域住民と協力して避難者受け入れ訓練を行ったことで、地域住民との連携する足掛かりができ

た。 

（２）課題 

   ・生徒会活動に防災委員会を設置することで、生徒による自主的な活動計画づくり。 

   ・地域住民の避難・誘導と、本校の受け入れ訓練の在り方。 

 

 

５ 今後の取組の見通し 

   １月中旬からの１学年における探究学習でのポスターセッションを最後に終了し、次年度以降に

資料を残すために、まとめの資料を作成する。 

   生徒会機構図に防災委員会を位置付け、校内の防災に関する活動を担う。 


